
地理Ｂ（自宅学習プリント 18） アジアの工業① 

 

アジアの工業について、教科書 p.142，p.244，p.245，p.252～p.255、地図帳 p.15～p.25を参考にして、

プリントを完成しましょう。 

１ 新興工業国の工業化の過程 

 第二次世界大戦後、日本を除くアジア諸国は、第二次世界大戦後、工業化に向けて動き始めた。 

(1)「       」の工業化 

  輸入していた工業製品を輸入する代わりに国内で生産する「       」の工業化が進められた。 

   

(2)「       」の工業化 

  1960 年代半ばから（       ）を設け、海外への輸出向け製品を作る「       」の工業

へと移行した。 

 ※（       ）…多国籍企業の誘致の下で輸出向けの生産が行われる工業団地で、関税や法人税の

減免、利潤・配当の本国送金の自由化などの優遇措置が採られている。対外取引に便

利な国際港の隣接地などに造られ、「自由貿易区」や「保税加工区」とも呼ばれる。

1959年にアイルランドのシャノン空港で最初に開設された。 

２           

  韓国、台湾、ホンコン、シンガポールは、1960 年代半ばから輸出指向型の工業化を進めた。韓国、台湾

は、70年代以降に重化学工業化、80年代に入り電子、電気など高付加価値産業への転換を図り、高い経済

成長を実現した。ホンコン、シンガポールは、中断貿易港であったことから、当初より加工貿易による輸出

指向型の工業政策を採用し、70年代から 80年代にかけて次第に高付加価値産業への転換を図った。 

(1)韓国 

 「             」 

…1970年代から 90年代の高い経済成長 

 ａ        （鉄鋼） 

 ｂ        （自動車、造船、石油化学） 

 ｃ        （造船、エレクトロニクス） 

(2)台湾 

 1965年にｅ        に輸出加工区を設置 

 ｄ        （台湾のシリコンヴァレー） 

(3)ホンコン 

 労働集約的な機械・衣類・玩具などが発達 

 1997年（       ）から中国に返還→50年間資本主義体制を保障→特別行政区（一国二制度） 

(4)シンガポール 

 1965年（        ）から分離独立 

 1960年代に       工業団地を開発 

   →電気機械、石油化学、エレクトロニクス 

  

  


